
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 17 （回答者数） 15

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・こども本人との面談や聞き取りの機会を増やし、より実態に
沿ったモニタリングを行っていく

2 ・理学療法士のスタッフを中心に運動面の課題について見直し
を行い、児童の状況に合わせて効果のある課題を提供していく

3 ・バスだけでなく自転車や電車での外出の仕方等、ニーズに応
じて幅広く支援を行っていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・SNS等を活用し地域のイベント等の情報を得る

2
・外遊びの機会を定期的に提供する
・体育館での活動等を取り入れることで十分に身体を動かせる
機会を設けていく

3 ・SNSだけではなく紙媒体での周知も同時に検討していく

○事業所名 放課後等デイサービスポコアポコ福岡南

○保護者評価実施期間 2026年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　3日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・個別支援計画書やモニタリングを丁寧に作成していること
・各児童に合わせてアセスメントを行い、保護者や本人のニー
ズ、実態に合わせた支援計画書を作成している

・療育課題の種類が豊富であること

・感覚・運動・認知等あらゆる領域における療育課題を作成し
提供している
・子どもたちがモチベーションを高められるよう定期的に見直
しや内容の変更を行っている

・地域社会で生活していくために必要な生活スキル（公共交通
機関の乗り方・お金の使い方・買い物等）を身に付けるための
支援を行っている

・年間行事予定を考える時点でバスでの外出支援を組み込むこ
とにより、定期的に実施できるようにしている
・学年によって活動を分け、年齢や発達段階に応じた狙いを定
めて外出支援を行っている

・マニュアル等の作成時・災害避難訓練等の実施時に保護者へ
の周知が徹底されていない

・SNS等での投稿を行っているが、SNSを頻繁に確認できない
保護者への配慮が不十分な部分があった

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・地域の子どもたちとの交流の機会が少ない ・地域の情報を上手くキャッチできていない

②ボール遊び等、遊びの内容・余暇の提供に制限がある ・建物の構造上、周りへの配慮が必要になっている

事業所における自己評価総括表公表


